
令和８年度 第１回鎌ケ谷市消防委員会会議録 

 

 

１ 開催日時 

  令和８年７月１日（水曜日）午後２時００分から午後２時３０分まで 

 

 

２ 開催場所 

  消防本部３階会議室 

 

 

３ 出席者 

 （１）委員   廣部信隆委員（委員長） 

川上英明委員（副委員長） 

長瀨繁則委員 

松尾せつ子委員 

 芳賀美和委員 

澁谷誠幸委員 

 

 （２）事務局 消防団長 飯田喜治       

消防長 伊藤正二 

 次長（事）消防総務課長 松下晃通 

副参事（事）警防課長 久保田保利 

予防課長 宮本寛 

予防課主幹 安部真司 

消防総務課長補佐 田村俊祐 

消防総務課消防主事 渡邊大和 

消防総務課消防主事補 加藤瑠人 

 

 

４ 議題 

  議案１   令和８年度事務事業進捗状況について 

  議案２   消防概況について 

 

 

５ 傍聴者    

１名 

 

 

６ 会議の公開、非公開について 

  公開 



７ 発言の要旨 

消防総務課長  令和８年度第１回鎌ケ谷市消防委員会会議開会を宣言した。 

        鎌ケ谷市消防委員会条例第５条第４項による会議の成立及び傍聴の

申し出があることを報告した。 

廣部委員長   挨拶 

消防総務課長  会議の開催にあたり、消防団長及び消防長へ挨拶を求めた。 

飯田団長    挨拶 

伊藤消防長   挨拶 

消防総務課長  鎌ケ谷市消防委員会条例第５条第３項の定めにより委員長が議長を

務めることを伝えた。 

会議録署名人については、申合せにより長瀨委員、澁谷委員の２名

が任期中は継続する旨を説明した。 

        議長へ進行をお願いした。 

廣部議長    議案１令和８年度事務事業進捗状況について説明を求めた。 

事務局     議案１令和８年度事務事業進捗状況について、消防予算、職員研修、

施設保全、火災予防、救急救命、消防団について説明した。 

廣部議長    議案２消防概況について説明を求めた。 

予防課長    最近３か年の火災状況について説明をした。 

警防課長    最近３か年の救急出動件数、傷病程度別搬送人員の説明をした。 

廣部議長    各委員に質問を求めた。 

川上委員    令和８年度から、消防団員の準中型免許取得に係る補助金制度を導 

入したと情報があったが、導入目的と補助額について説明を求めた。 

警防課長    消防団準中型免許取得に係る補助金制度を導入した目的について、 

鎌ケ谷市消防団が運用している消防ポンプ自動車を運転するために必 

要な準中型免許を取得しようとする消防団員に対し、免許取得費用の 

負担の軽減を図るとともに、新たに入団する若い消防団員が十分に力 

を発揮できるよう環境を整えるため、「鎌ケ谷市消防団準中型免許取得 

費補助金交付要綱」を制定し、令和８年４月１日から施行している。 

また、補助額について、自動車教習所の入所から運転免許センター 

における免許の交付に要する費用の全額を助成する。 

なお、正規の教習時間に係るものに限る。 

芳賀委員    資料６ページ（４）火災予防運動について、火災予防運動時に各ク 
ラブ及び防火安全協会と連携し実施するとのことだが、どのような連
携を行っているのか説明を求めた。 

予防課主幹   各クラブとの連携について、消防広場において少年消防クラブが市 

民の皆様へ消火器の取扱方法を指導するとともに、女性防火クラブが
火災予防の呼びかけや住宅用火災警報器の普及啓発活動を実施してい
る。 

次に、防火安全協会との連携について、各事業所に火災予防ののぼ 
り旗を設置するほか、概要に記載のとおり、協力いただける事業所に 

「火災予防運動実施中」の横断幕の掲示や、車両への火災予防啓発用 

マグネットシートの貼付、店舗レシートへの防火標語の印字などを依 
頼し、地域全体で火災予防を呼びかけている。 

澁谷委員    資料７ページ（５）かまがやまなびぃ大学あんしん学部主催講座に 

ついて、火災予防コンサートを開催する予定となっているが、前回の 
来場者数を伺う。 

予防課主幹   令和７年度に開催した火災予防コンサートは、４１０名が来場した。
来場者の皆様には演奏を堪能いただき、曲間に火災予防に関する情 

報を分かりやすく提供し、防火意識の向上に向けた啓発活動を実施し 



た。 

松尾委員    マイナ保険証を活用したマイナ救急について、広報紙等に掲載され 

ているが、どのようなものか説明を求めた。 

また、市民が普段から行う準備があるか伺う。 

警防課長    マイナ救急とは、救急隊員が傷病者のマイナ保険証を活用し、搬送 

先病院の選定に必要な限定された医療情報を把握することで、救急業

務の円滑化を図る取組である。 

具体的には、救急隊員が傷病者のマイナ保険証を専用端末で読み取 

ることで、これまで口頭で聞き取りを行っていた傷病者の氏名や生年 

月日、受診歴、薬剤情報などを迅速に把握できるようになる。これに 

より、病気や怪我で苦しむ傷病者本人や気が動転している家族から情 

報を聞き取る負担を軽減するとともに、最適な搬送先病院を速やかに 

選定することができるため、迅速かつ円滑な救急活動に繋がることが 

期待されている。 

市民の皆様が準備することについて、マイナンバーカードを「健康 

保険証」として利用登録し、財布やカードケース等に入れ、外出及び

在宅の救急要請時にすぐに取り出せるよう準備願いたい。 

長瀨委員    資料４ページ及び５ページの消防車両更新事業及び消防団車両更新

事業について、令和７年度からの繰越事業とあるが、車両更新事業が

繰越しとなった理由について説明を求めた。 

消防総務課長  消防車両更新事業及び消防団車両更新事業が繰越しとなった理由に 

ついて、更新する消防車両のベースとなるシャーシが主にサイバーセ 

キュリティ法規対応のため、モデルチェンジすることとなり、シャー 

シの生産に遅延が発生し、令和７年度中に納車ができなかったためで 

ある。 

なお、第６分団の消防ポンプ自動車は令和８年５月８日に納車され 

５月９日から運用を開始している。 

また、くぬぎ山消防署の消防ポンプ自動車は令和８年８月末に納車 

予定である。 

廣部議長    その他連絡事項を求めた。 

事務局     令和８年度第２回鎌ケ谷市消防委員会開催の時期について、令和９

年２月上旬の予定であり、詳細については別途連絡することを説明し

た。 

廣部議長    議事を終了し、令和８年度第１回鎌ケ谷市消防委員会会議閉会を宣

言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８ 会議録署名人の署名 

 

  以上会議経過を記載し、相違ないことを証するため次に署名する。 

    

令和８年７月９日 

 

氏 名 澁谷 誠幸    

 

氏 名 長瀨 繁則    


